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Ⅰ　はじめに

オーストラリアは，日本にとって資源供給国と

して極めて重要な存在である。日本の総輸入に占

める各資源のオーストラリアからの輸入の割合

をみると，石炭は62.0％（2012年）と鉄鉱石は
61.6％（2012年）に上る。また，日本はオースト
ラリアにおける資源開発プロジェクトにも深く関

わってきた実績がある（岩瀬，2011）。オースト

ラリアと日本との間の輸出入の総額をみてみる

と，オーストラリアは1998年に2兆7,488億円（7
位）となり，日本の国別の貿易額のトップ10に

登場した。2013年の日豪間の貿易額は6兆6,326
億円にまで拡大し，中国，アメリカ合衆国，韓国

に次いで国別では4位の貿易規模となっている1）。

詳しく内訳をみると，日本からオーストラリアへ

の輸出品は乗用車や自動車部品，機械類，電気機

器などであり，一方，オーストラリアから日本へ

の輸入品は，石炭を筆頭に液化天然ガス，鉄鉱石，

牛肉などが続く。2013年の輸出額が1兆6,556億
円であるのに対し，同年の輸入額は4兆9,769億
円であり，日本からみると3兆円を超す大幅な輸

入超過となっている。

このように，オーストラリアと日本との経済的

結びつきは強いものの，ここ10数年の期間に大

きく情勢が変化しつつある。例えば，1950年代

まではほとんど経済的な価値をもたなかったウェ

スタンオーストラリア州（以下，WA州）の鉄鉱
石は，高度経済成長期を迎えて鉄需要が急増して

いた日本からの強い要望に基づき，日本の企業の

人的，経済的な支援を活用しながら開発を進めて

きた経緯がある。しかし，現在では中国向けの輸

出が圧倒的に多くなっている。こうした近年の

オーストラリアの資源貿易にみられる動向を紹介

することが本稿の目的である。

図1は，オーストラリアにおける鉱物資源およ

びエネルギー資源の分布を示している。オースト

ラリアの東部のグレートディヴァイディング山脈

沿いから南東部にかけては石炭が卓越する一方，

鉄鉱石はWA州北西部のピルバラ（Pilbara）地
区に集中している。金や銅などの金属類はWA州
に加えて北東部のクインズランド州においても産

出されている。また，全世界の約27％を産出す

るボーキサイトは，ヨーク岬半島を中心とする北

部および南西部のパースの近郊に主要な鉱山が

存在する。また，オーストラリアが近年投資を

増大させている資源の一つがLNG（液化天然ガ
ス）である。図1中では，ピルバラ地区の北西の

海上にガス田が多く分布していることがわかる。

これらのエネルギー資源は，パイプラインを通じ

てパースをはじめWA州の主要な都市へと運ばれ
ている（原田，2012b）。LNGは，WA州の西方
の沖合に展開するカルナーヴォン（Carnarvon），
ブラウズ（Browse），ボナパルト（Bonaparte）
の3カ所の海盆を中心に開発が進められ，さらに

アジア諸国への輸出の便に優れるダーウィン近郊

のウィッカムポイント（Wickham Point）には，
ティモール海で産出したガスをマイナス161度ま
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図1　オーストラリアにおける鉱物資源およびエネルギー資源の分布
 （Longman Atlas 5th Edition, Melbourne, Australiaにより作成）
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で冷却して液化し，それをアジア向けに輸出する

ための専用埠頭が2006年に竣工した。図2から

は，2004年頃からガス田と鉄鉱石の開発が急増

した様子がみてとれる。

また，WA州における鉱業関連産業を詳細にみ
ると，2008年7月～2009年6月の期間から2009

年7月～2010年6月にかけて，税引き前の鉱業関

連の利益は，119億豪ドル下がって513億豪ドル

（19％減少）となった。これは，石炭と原油産業

が大きく落ち込んだことに起因している。一方

で，金属関係は144％増となる153億豪ドルの増

加により259億豪ドルに上昇しており，WA州の
鉱業関連産業の構成が，より鉄鉱石を重視する形

に変容したことがわかる（表1）。

WA州における鉱工業生産額は1,018億豪ドル
に上る。そのうち，ピルバラ地区で生産される鉄

鉱石の経済的価値は55％に上っており，2位の石

油・ガス関連（24％）以下を大きく引き離して

いる。オーストラリアで産出する鉄鉱石の実に

約95％を占めるWA州ピルバラ地区における開発
は，図3に示す通り，大きく2つの転機が存在し

た。最初の契機は1960年代後半であり，日本を

はじめとする外国資本を導入して，長期採掘権契

約を担保にした大型開発投資で供給力の拡大と安

定化を図ってきた時期である（小寺，2013）。こ

の時期には，日本企業は鉄鉱石の鉱山のみなら

ず，鉄道や港湾のインフラ整備にも積極的に関与

した。もう一つの転機は，おもに2000年代以降

の爆発的な生産量の増加である。これは，図4に

示すように，中国の鉄鉱石需要の爆発的な増加に

端を発している。中国の鉄鉱石の輸入量は1995

年には5,000万トンに満たなかったが，2012年時
点では6億トンを越える規模となっている。こう

した中国の需要の急増の結果，2012年のオース

トラリア産の鉄鉱石の輸出先は，約74％が中国

向けとなり，圧倒的な存在感を示している。同年

の日本向けの鉄鉱石の輸出量は全輸出量の15％

程度に過ぎない。

図2　鉱物および石油資源の生産価値
（2000～2012年）　　　　

 （WA州鉱物石油省の資料により作成）

表1　ウェスタンオーストラリア州における鉱業関連産業の税引前利益
単位：100万豪ドル

ANZSIC 1) 産業分類 2008年7月～2009年6月 2009年7月～2010年6月
石炭 28,636 12,678
原油・ガス 27,006 12,845
金属類（鉄，銅，金を含む） 10,586 25,856
非金属鉱物類 -395 -422
鉱業関連サービス・その他 -2,677 334
合計 63,156 51,291

1) オーストラリア・ニュージーランド標準産業分類（Australian and New Zealand Standard Industrial 
    Classification）．

 （WA州鉱物石油省資料により作成）
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Ⅱ　インフラの整備

図5は，オーストラリアの主要な国道（National 
Highway）を示している。ピルバラ地区の中心
都市であるニューマン（図6）やポートヘッドラ

ンドは，WA州の州都であるパースから延々と
2,000km近くにわたって国道で結ばれている。と
くに，図5中に太い実線で示された国道の整備は，

目を見張るほど行き届いている。例えば，パース

からニューマン方面に伸びる国道95号線（Great 
Northern Highway）は，パースの大都市圏を出
た辺りからは基本的には片側1車線の道路である

が，車線の幅は十分とられていることはもちろ

ん，路肩の部分も未舗装ながらも舗装部分と段差

がないように整地されている。図7は，パースか

らニューマンまで実験設備を陸路で輸送している

様子を示している。図8に写る家屋のようなもの

図3　ウェスタンオーストラリア州における鉄鉱石採掘量（1952～2012年）
 （WA州鉱物石油省の資料により作成）

図4　中国の粗鉄生産量と鉄鉱石輸入量
（1995～2012年）　　　　　

 （WA州鉱物石油省の資料により作成）
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は，1万ボルトを越える高電圧を使用する実験施

設である。高度な技術を要するこのような設備

は，内陸部のニューマンでは技術的にも人材的に

も組立・設置が難しい。そこで，パースにおいて

高度な技術に基づいて施設を組み立て，完成し

た施設をそのまま陸路で輸送するという方法が

とられる。同様の輸送方法は，特殊な鉱山機械

についても採用されている。図9は，超特大のダ

ンプカーを陸路で輸送している様子である。WA
州の主要道路は直線区間が多く，トンネルもな

図5　オーストラリアにおける主要国道の整備
 （オーストラリア連邦政府資料により作成）

図6　鉱業都市ニューマン
 （2013年9月　堤撮影）

図7　実験設備の陸路輸送
 （2013年9月　磯野撮影）

図8　内陸部にみる実験設備の陸路輸送
 （2013年9月　磯野撮影）

図9　超特大ダンプカーの陸路輸送
 （2013年9月　磯野撮影）
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い。海岸部に位置するポートヘッドランドなどへ

は海上輸送をする選択肢もあるが，ニューマン

のような内陸部の鉱業都市へは，パースから陸

路で輸送する方法がもっとも簡便な方法となる。

「OVERSIZE」の標識を掲げて特殊な設備や機械
が国道をノロノロと陸送される様子は，WA州の
特徴である。写真にみられるような大型の設備や

機械であっても，パースからニューマンへは1泊

2日の行程で運ぶことができる。土日の週末を利

用すれば，翌週月曜日の業務からさっそく新しい

施設や機械を投入することも可能である。

国道の路盤自体の整備が行き届いている点は

特筆すべきことであるが，鉱山を除けば，道中

には集落はほとんど存在しない。国道沿いには

パースから延々と水のパイプラインが引かれ，ま

た，WA州北西部のガス田から供給される天然ガ
スがパースに向けて別のパイプラインで運ばれて

いる。WA州の大部分は，もともと人口密度がき
わめて希薄な地域であることから，集落は30～

50kmおきにしか現れない（図10）。集落といっ
ても，ガソリンスタンドとサンドウィッチ店，公

衆トイレがあればそれは立派な「集落」であり，

その地点を過ぎればまた次の集落まで数10kmに
わたって人間の生活の気配を感じないまま，砂

漠の荒漠とした景色が延々と続く。そして，数

100kmおきに，ロードトレイン（図11）2）も駐車
できるような施設が点在している（図12）。こう

した施設には，簡易宿泊機能に加え，温かい食事

（Hot Meal）を提供するレストランが併設されて
いる。これらの施設は，束の間の休息を味わえる

砂漠の中のオアシスである。

図13，図14は，パースからニューマンへの経路

上で最大の集落の一つであるマウントマグネット

（2011年の人口は643）のモーテルを写したもの

である。モーテルの部屋は，キャンピングカーの

居住部分をベースにプレハブの建物を組み合わせ

図11　鉄鉱石を運ぶロードトレイン
 （ポートヘッドランド，2013年9月　堤撮影）

図12　国道沿いの休憩施設
 （マウントマグネット，2013年9月　堤撮影）

図10　国道沿いの小都市Meekatharra
 （2013年9月　堤撮影）
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た簡素な造りである。バスタブはなく，簡易シャ

ワーと簡素なベッドが備え付けられただけの質素

な宿である。しかし，パースからニューマンまで

1日で走破することは距離的に不可能である。長

距離移動時には，こうした簡素なモーテルであっ

ても，1日の汗を流し，横になって休息がとれ，

パソコンや携帯電話などの電子デバイスの充電が

できる宿泊施設はとても貴重な存在である。

Ⅲ　Fly in Fly out という働き方

表2は，WA州における資源別の鉱業従業者の
割合を示している。2012年7月～2013年6月には，

鉄鉱石関係の雇用が全体の47％に達しており，

WA州はもとより，オーストラリア全体の資源貿
易にとっても鉄鉱石の存在が重要であることがわ

かる。こうした鉱業従業者は，図15に示すよう

に，2000年以降の伸びが著しい。

鉄鉱石の採掘に従事する従業者の多くは，図

16，図17に示すようなインターネット上の募集

サイトを参考にWA州に集まってくる。Fly in 
Fly out jobs（以下，FIFO）と呼ばれる働き方は，
読んで字のごとく，飛行機で現地入りして働くこ

とを示している。従業者の多くはパースをはじ

めとするWA州の南西部の都市部に住居を構え，
家族とともに暮らしている。FIFOの基本形は，

図13　マウントマグネットのモーテル
 （2013年9月　堤撮影）

図14　宿泊棟と駐車スペース
 （2013年9月　堤撮影）

表2　 ウェスタンオーストラリア州における鉱
業関連の雇用（2012年7月～2013年6月）
鉱物の種類 割合（％）
鉄鉱石 47
金 22
ニッケル 8
アルミニウム 7
その他 16
合計 100

 （WA州鉱物石油省資料により作成）　

図15　 ウェスタンオーストラリア州における鉱
業関連雇用（1996～2012年）

 （WA州鉱物石油省の資料により作成）
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パースから空路でピルバラ地区に入り，現地で

鉱山業務に1週間従事の後，空路でパースに戻っ

て1週間の休みを家族とともに過ごす。そして再

び空路でピルバラに入り，1週間働くという労働

シフトを繰り返す，まさに「飛行機通勤」ともい

うべき働き方である。オーストラリアの全労働者

の平均年収が68,300豪ドル（≒約690万円，＠95
円換算）であるのに対し，2011年1月にABSが
発表した鉱山労働者の平均年収は114,700豪ドル
（1,090万円，＠95円換算）に上る。鉱山労働者
の職種は，単純な工夫から専門技師，管理職まで

多岐にわたっており，管理職クラスであれば工

夫クラスの3倍以上の賃金も珍しくない（原田，

2012a）。
ピルバラ地区の中心都市であるニューマンの空

港は，建物などの規模は小さいものの，2,000m

級の滑走路をもっており，200人乗りクラスの

ジェット旅客機が難なく離発着できる設備を

備えている3）。2014年6月現在では，パースと

ニューマンの間には，オーストラリア航空業界

大手のカンタス航空（QF）が1日6往復，格安
航空会社のヴァージン・ブルー（VA）が2往復
のジェット旅客機を運航し，いずれも片道1時

間45分で両都市を結んでいる。最も早くパー

スを出発するのは4：45（VA，ニューマン6：30 
着）発の便であり，以後，5：30（QF），6：20（VA），
6：55（QF），11：20（QF），14：45（QF），15：30（QF），
16：30（QF）発の便が運行されている。

FIFOで働く人々はみな黄色かオレンジ色の蛍
光色のジャケットを着用している。ニューマンの

空港に到着すると，BHP Billiton （図18，図19）
やRio Tintoなどの大手の鉄鉱石掘削会社や人材

図16　Fly in Fly outの人材募集のWebサイトの事例（その1）
 （AMMA Mining Oil and Gas JobsのWebサイトにより作成）
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派遣業者が手配した送迎車が彼らをピックアップ

し，それぞれの鉱山へと連れて行く。FIFOで働
く従業者は男性に限られることはなく，女性も珍

しい存在ではない（図20，図21）。

また，小さな空港ながらも，レンタカーは大手

の4社がそれぞれブースを設けている。各レンタ

カー会社が用意している車種は，鉱山地区でも難

なく走破できるように5人乗りのAWD（4輪駆動

図17　Fly in Fly outの人材募集のWebサイトの事例（その2）
 （Rio TintoのWebサイトにより作成）

図19　BHP Billitonの鉄鋼事務所
 （ニューマン，2013年9月　磯野撮影）

図18　ニューマンの鉄鉱石鉱山
 （ニューマン，2013年9月　堤撮影）
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車）のピックアップトラックが多いほか，一度に

10人程度を運べるミニバンタイプも多くみられ

る（図22）。これらの車には，手配した会社の識

別がしやすいようにフラッグが取り付けられてい

る（図23）。

FIFOという働き方は，都市部から離れた内陸
部で鉱業が発達しているWA州やオーストラリア
北東部のクインズランド州に特有の事象である。

しかし，家族と一緒に過ごす時間を大切にする傾

向の強いオーストラリア人にとって，FIFOは最
善とは言いがたい働き方だと指摘する声もある。

もともとオーストラリアの労働市場は人材の流動

性が高く，日本のように一つの会社に数10年も

勤める終身雇用制が基本とはいえない。夫婦が共

稼ぎで暮らしながら，第1子，第2子の誕生，学

校入学・卒業といったライフイベントに対応しな

がら，ある時期は夫が主たる家計の支持者とな

り，またある時期には今度は妻が家計の支持者に

なるような働き方も珍しくない。

FIFOは，平均収入を大きく超える「割の良い
仕事」ではあるが，少なくとも1週間は家族と離

れ離れとなり，都市的なアメニティが全くと言っ

図20　 ニューマン空港におけるレンタカーによ
る送迎

 （2013年9月　堤撮影）

図21　ニューマン空港で送迎を待つFIFO従業者
 （2013年9月　堤撮影）

図22　 ニューマン空港近くのレンタカー事業所
（その1）

 （2013年9月　堤撮影）

図23　 ニューマン空港近くのレンタカー事業所
（その2）

 （2013年9月　堤撮影）
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てよいほど無い鉱業都市で1週間を過ごす過酷な

肉体労働は，オーストラリア人にとっては「でき

ればあまり長く続けたくない仕事」でもあるとい

う4）。そのため，近年ではニュージーランド人を

はじめ，アジア系を含めた外国人労働者も増加し

てきている。また，BHP Billiton やRio Tintoな
どの大手の鉄鉱石掘削会社は，需要の急増の反

面，将来予測される人材不足に備えて，GPSを
搭載した無人で操業する重機や大型ダンプカーを

開発し，それらをパースの事務所から遠隔操作す

るシステムの開発にも余念がないという5）。

Ⅳ　おわりに

本稿は，オーストラリアの資源貿易にみられる

近年の動向を紹介してきた。2013年9月初旬に科

学研究費プロジェクトのメンバーがパースに集ま

り，約2週間をかけて延べ5,000kmほどをレンタ
カーで移動しながら，WA州の資源開発に関して
現地調査を実施した。

一連の調査を進めるに過程で気づいたことのう

ち，本文でふれなかった事柄の一つに，異常なま

でに高騰した物価が挙げられる。ベッドとトイ

レ・シャワーのみが備え付けられたごく普通の簡

素なモーテルの1室が1泊1名ほぼ170～200豪ド

ル，砂漠の中の鉱業都市では飲食店が集積すると

いう状況は無く，食事はもっぱらモーテルに併設

された食堂で取ることになるが，Buffet形式の夕
食が1名40豪ドル，ビール小瓶が1本10豪ドルと

いった具合である。個人負担ではこのような高額

な宿泊，飲食費の負担は普通では到底できない。

一方で，宿泊や飲食が高騰する反面，モーテルに

は必ず洗濯乾燥機が複数台設置されており，これ

らは（なぜか）無料で使うことができた。

これらの仕組みは，FIFOの形態として1週間
単位で鉱業都市に暮らす労働者向けに作り上げら

れたものだということを強く実感した。極端な話

をすれば，FIFOでパースを出発した労働者は，
ニューマンの空港に着いた後は会社の送迎を受

け，（鉱山会社が長期契約で借り上げた）モーテ

ルに1週間滞在し，モーテルに併設された食堂で

（鉱山会社の支払いにより）飲食することで，ほ

とんど一銭も使わない状況が出来上がっている。

資源開発および貿易ブームにわくWA州特有の状
況を映す一側面といえるだろう。

［付記］

本稿は科学研究費補助金『ネオ・リベラリズムの進
展とアジア化するオーストラリア社会に関する人文地
理学的研究』（基盤研究B（海外）No.24401036，研究
代表者：堤　純，2012～2015年度）および『豪州カナ
ウィンカジオパークにおけるローカルガバナンスに関
する地理学的研究』（特別研究員奨励費，No.13J00318，
研究代表者：磯野　巧，2013～2014年度）による成果
の一部である。

注

1）  財務省貿易統計http://www.customs.go.jp/toukei/
suii/html/data/y3.pdf（2014年6月4日最終閲覧）

2）  トレーラーの荷台部分を連結し，複数台のトレー
ラーを1台の先頭車で牽引して陸上を移動するもの。

3）  Domestic Flight Australiaによる。
  http://www.domesticflightaustralia.com/airports/

newman.php（2014年6月4日最終閲覧）
4）  2013年9月の現地における聞き取り調査による。
5）  前掲4）に同じ。
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